
 

報告事項（４） 

 

「江山校区の学校のあり方について」の要望書の提出について 
  
 平成２５年１月、第１１期鳥取市校区審議会の「中間とりまとめ」で、神戸小学校

及び江山中学校について、特に検討を急ぐべき過小規模校として示されました。 

これを受け、江山校区において、平成２８年１０月に「江山校区の学校のあり方を

考える会」が設立され、将来の学校のあり方についての考え方をまとめるため協議・

検討がなされました。そしてこの度、地域住民の総意として地域における望ましい学

校のあり方をまとめ、下記のとおり市長及び教育長に「江山校区の学校のあり方につ

いて」の要望書を提出されました。 
 

記 
 
提 出 日  平成２９年９月１９日（火） 

提 出 者  「江山校区の学校のあり方を考える会」会長 近藤浩和 他２名 

受 取 者  鳥取市長 深澤義彦、鳥取市教育委員会教育長 尾室高志 

内 容   江山中学校、美和小学校、神戸小学校の３校による小中一貫校設 

立の検討をお願いしたい。 

 美穂・大和神戸地区の伝統文化を継承しつつ、子ども同士のつな 

がりを深めるとともに、小中一貫校の９学年という多学年との対話 

をもとにした交流を軸として、学校生活や学力の向上を含め、自分 

の考えや思いを伝えられる力や誰とでも関わることができるコミュ 

ニケーション能力の高い子どもを育成していただきたい。 

要 望 書  別紙のとおり 
 

定例教育委員会報告資料  
平成２９年９月２７日 

担 当 課 教育総務課校区審議室
電話（内線） ２０－３０８９（５１５５）  
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江山校区の学校のあり方を考える会要望書提出までの経過 
 
 
平成２５年 
１月  「第１１期校区審議会中間まとめ」 
    神戸小と江山中を含む５小学校と３中学校が、「A（学校規模の問題）」

「１（過小規模校：概ね６学級未満の小中学校）」に分類される。 
    この中で、「神戸小のみではなく、江山中全体であり方を検討すべき。

学校統合を基本とし、小中一貫校の可能性も考慮すべき。」とされた。 
 
平成２７年 
４月  「第１２期校区審議会中間まとめ」 
    この中で、「将来的に江山中校区をどうするかという方向性をまとめる

必要がある。」とされた。 
５月  「かんどの教育を考える会」設立  
 
平成２８年 
２月  「かんどの教育を考える会」による住民アンケート（１８歳以上） 
    （小中一貫校 43％、統合 31％、単独 17％、その他 9％） 
７月  「かんどの教育を考える会」から要望書 
    近隣小中学校との小中一貫校、近隣小学校との統合 
１０月 「江山校区の学校のあり方を考える会」設立 
 
平成２９年 
１月  小中一貫校の視察 
２月  住民アンケート実施 
５月  アンケート結果説明会（各公民館） 
７月  要望書の検討 
８月  アンケート結果、要望書案の全戸配布 
    （小学校統合賛成 92％、反対 3％） 

（中学校小中一貫校 62％、現状 29％、その他 4％） 
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資料１　 美和地区のアンケート結果

江山校区の小学校について（美和全体）

江山校区の中学校について（美和全体）

未回答８０人

（４．９％）
神戸小と美和小の

統合に反対

５４人（３．３％）

未回答８２人

（５．０％）

神戸小・美和小・

江山中の小中一

貫校

１,０１０人
（６２．０％）

現状のまま

４７１人

（２８．９％）

その他６６人

（４．１％）

神戸小学校と美和小学

校統合に賛成

１,４９５人
（９１．８％）
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＜参考＞


